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　　　　　　　　　　　　　　　ご　挨　拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県学校事務研究協議会会長　魚住　光二
　
　毎日のお仕事、大変ご苦労様です。このたび会長をさせて頂ことになりました魚住でございます。
自分では「与えられた仕事をコツコツと処理する実務家タイプ」と分析していますし、「人を引っ張っていくような
力量も実績もないし、とても会長など無理な話」と随分悩みましたが、熱心な選考委員さんに一つひとつ外堀を
埋められて、とうとう断り切れなくなってしまいました。
　考えてみれば、丁度採用３０年目を迎えています私が、熊事研の「３０回記念大会」を手掛けることになること
や、第２回研究大会で発表させてもらった「標準的職務」についても、昨年度に引き続き本年度大会の研究テ
ーマであることなど、何やら因縁深いものがあるのですから、「これは運命かもしれない」と自分に言い聞かせ
ているところでございます。
　さて、個人的な感傷はともかく、この１年～２年の私たち学校事務職員を取り巻く状況は５７年間の学校事務
職員の歴史の中で最も厳しいものが予想されています。
　ひとつは「義務教育費国庫負担制度廃止」の問題です。
政府の方針では、私たちの給与費のN補助が無くなるのですから、いくら「三位一体の改革だから削減分は地
方交付税で措置する」と言っても交付税そのものが減額される中で、県財政も火の車の状態ですから、かなり
の給与体系の引き下げや人員削減の提案があることが予想されます。
　もうひとつは「標準職務表の県教委通知」のとりくみです。
既に、昨年度の大会で研究部から発表されました「標準職務表モデル案」については８割もの方が県教委の
通知を望んでいますし、２年後に予定されています「公務員制度改革に伴う評価の基礎」としても何らかの職
務標準が必要となるはずですから、むしろ私たち事務職員の側からの積極的なアプローチが求められている
時期でもあります。　 
　もちろん、これらの課題は私たちだけで解決できるものではなく、熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、
熊本県市町村教育委員会連絡協議会、熊本県小中学校長会をはじめ、多くの教育関係諸団体の皆さまのご
支援とご協力が必要であることは言うまでもないことで、この場を借りて一層のご支援をお願い申し上げます。
このような重大な時期に会長という重責が勤まるかどうか「甚だ不安でいっぱい」というのが正直なところです
が、幸いなことに、本会には原口前会長をはじめ多くの諸先輩方が積み上げてこられた財産があります。実践
力があります。研究の成果があります。そして何よりも県下６５０人の仲間がいます。会員の皆さま一人ひとり
と手をつないで、何とかこの難局を乗り切っていきたいものです。
この一年間、存分にお引き回しを頂きますよう宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　精一杯務めますので、よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新事務局長　今坂　文枝（熊本市立健軍小学校）
　梅雨空に紫陽花の鮮やかな色が映える季節になりました。会員の皆様はお忙しい毎日をお過ごしのことと思
います。６月１１日の第１回理事会で事務局長に選出されました。事務局長の重責が務まるかしらとの思いも
ありますが、会員の皆様の、ご助言、ご協力をいただきながら、ひとつひとつの仕事に丁寧にあたり、精一杯務
めてまいります。ご指導とご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。
　さて今年の研究大会は、第３０回記念大会として、大会テーマを「学校事務の改革と創造を目指して－語り合
おう！２１世紀の学校事務像を－」とし、１１月１０日（水）～１１日（木）の二日間、熊本市鶴屋ホールを主会場
として開催します。現在大会が円滑に行われるよう理事会を中心に研究部と連携し、その準備に取りかかって
います。大会までに会員の皆様にお願いしなければならないことがいろいろとありますが、ご協力をよろしくお
願いします。
　また、県事務研としてとりくむべき課題も多い現状ですが、会員の皆様６百数十名の知恵をお借りし、納得で



きる理論と成し遂げる熱意をもって学校事務の向上発展を図るため頑張っていきたい思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　お世話になりました　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前事務局長　仲光　賢治（熊本市立錦ヶ丘中学校）
雨にけむるアジサイが梅雨のうっとおしさを慰めてくれる季節になりました。今回、事務局長を退任するにあた
り一言ご挨拶申し上げます。事務局長としては１年間でしたが、事務局員から通算すると１２年間もの長きにわ
たり、熊事研に関わらせていただいたことになります。世の中と同様に熊事研も激動の時期であり、思い返すと
実に様々なことがありました。楽しいことばかりではなく、辛い思い出として残っていることもありますが、一緒に
役員として仕事をしていただいた方々、あるいは温かい励ましの言葉をかけてくださった会員の方々、全事研
や他県事務研の方々、たくさんの人の思いや願いを受けて止めながら続けてこられた１２年間だったような気
がします。
　行きがかり上１年間ということでお引き受けした事務局長でしたが、これまでの先輩事務局長の先生方が
営々として築いて来られたものを壊してしまうことにならなかったか、新しい今坂事務局長さんに引き継ぐことが
できたかを心配しています。今坂先生は人をまとめることも、或いは他者と交渉するにおいても大変優れたも
のをお持ちの方だと拝察しております。これまで以上に熊事研が発展することを信じてやみません。
　研究部員だけでなく事務局員も地区研から選出されるようになりました。選出においては、理事の方々のご
苦労もあるようですが、役員としておいでいただいた先生方は決して後悔されることはないと思います。任期を
満了して役員を退かれる時には、今の私と同様、本当にいい経験をさせていただいたと熊事研に対する感謝
の気持ちでいっぱいになられると思います。どうぞこれからもふるって、積極的に事務研の役員として手を挙げ
ていただければ幸いです。
　最後になりましたが、会員の皆さま、熊事研の発展を祈念してお礼の言葉とさせていただきます。

第１回理事会だより　　　　　　　　　　　　　　　 H16.6.11（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：水前寺共済会館

　新しい理事６名を迎えて、今年度最初の理事会を１１日に開催しました。議事の概要についてお知らせしま
す。
１　旧年度報告
　（１）平成１５年度事業報告　（２）平成１５年度決算報告　（３）平成１５年度監査報告
　　昨年度、理事会でも報告をしておりましたが、報告のとおり理事会として承認しました。 
２　新年度計画
　（１）平成１６年度役員　（２）平成１６年度事業計画　（３）平成１６年度会計予算
　今年度の基本的な計画ですが、理事会案として決定しました。正式には総会で皆様に承認していただきま
す。全事研加入についてはアンケートで会員の皆様からご意見を伺う事になりました。
３　県大会関係
　（１）基本計画 （５）大会協力員配置計画 
（２）全体研究会実施計画 （６）大会までのスケジュール
（３）分科会運営要項 （７）参加者証について
（４）大会期日及び借用施設
第３０回記念大会として、下記の日程で開催されます。会場は昨年大多数の参加者から好評で したし、二日間
通して同じ会場で全体会、分科会を実施できる利点があるため、今年も鶴屋ホー ル・テトリア熊本で実施しま
す。
○開催期日　１１月１０日（水）～１１日（木）
　 　○会　　場　鶴屋ホール・テトリア熊本
　　＊鶴屋が開店する前からの入場となりますで、今回も入場の際には「参加者証」の提示が必要になります。
参加者証は地区でお配りいただきますので、紛失等のないようご協力ください。
４　懸案事項
（１）機構整備の取り組み
　平成１１年の機構整備委員会の答申をもとに、平成１１年から年度ごとに総会が最高の議決機関であること
の確認、事務局から研究部の独立、役員の選出方法の明確化、会計の見直し等が具現化されました。機構整
備の取り組みについては、平成１５年度で終わるということが確認されました。　
（２）副会長、事務局長、研究部長の選出方法について
副会長については第１回理事会のおりに理事の中から２名を選出する。事務局長、研究部長については、会
長選考委員が会長の意向を聞きながら候補者の選考にあたる。
（３）総会の運営について
　　総会の運営については資格要件、資格要件の確認、定数確認、委任状、採決、定数の確認等について確
認されました。
（４）細則改正について
　　　第２章　会長等選考、第３章　副会長選出について確認しました。



理事等
　 地　　区 氏　　　名 学　校　名 　 　 　 　

　１ 会長（人球） 魚住　光二　 錦西小学校　　 　７ 熊　本　　　 軒口　輝男　 詫麻南小学校　

　２ 副会長（天草） 松崎　喜一 有明中学校 　８ 上益城 中川　主税 浜町小学校

　３ 副会長（阿蘇） 藤本　久美子　 古城小学校 　９ 宇　城 宮本　博文　　 青海小学校

　４ 荒尾玉名 柴尾　講希 玉名中学校 １０ 八　代 早田　浩一 八代第五中学校

　５ 鹿　本 池田　義信 山東小学校 １１ 人吉球磨 森山　哲彦 中原小学校

　６ 菊　池 満田　憲章 泗水中学校 １２ 水俣芦北 田中　久美子 葛渡小学校

事務局
役職名 担　当 地　区 氏　　名 学　校　名

事務局長 熊　本 今坂　文枝　　 健軍小学校　　

事務局員 総　務　 天　草 山口　孝史 上北小学校

天　草 中山　博美 上小学校

事　業 宇　城 高田　剛 宇土小学校

上益城 告本　哲也 龍野小学校

会　計 荒尾玉名 志垣　誠 六栄小学校

荒尾玉名 萩尾　綾子 玉南小学校　　　　

研究部
役職名 担　当 地　区 氏　　　名 学　校　名

研究部長 人吉球磨 大岩　眞二　　 人吉第二中学校　

研究部員 研究班 荒尾玉名 石原　幸太 豊水小学校

鹿　本 松本　由香 田原小学校

菊　池 大久保千代美 護川小学校

阿　蘇 一地　明美 蓬莱小学校

上益城 水田　全治 御岳西部小学校

宇　城 氏原　美和子 小川小学校

水俣芦北 西田　美和 湯出中学校

天　草 阿部　啓介 教良木中学校

編集班 熊　本 大石　靖子 画図小学校

八　代 嶋原　亜希 高田小学校

人吉球磨 福永　高嗣 水上中学校

　会　 長　　　　原口　豊（阿　蘇）
　副会長　　　　池田　惠利子（荒　玉）
　理　 事　　　　児玉　光子（菊　池）　井手上惠理子（上益城）　山崎　真徳（宇　城）
　　　 　　　　　　片山　裕明（八　代）　深水　由貴子（人　球）
　監　 事　　　　矢羽田　忠（阿　蘇）　松本　秀久（水　芦）
　事務局長　　 仲光　賢治（熊　本）
　事務局員　　 岩下　久美（阿　蘇）　西　瑞穂（阿　蘇）　入江　政司（天　草）　牛島　史朗（上益城）
　研究部員　　 宮村　浩平（荒　玉）　外村やよい（鹿　本）　丸塚　裕子（宇　城）　大井　聡惠（八　代）
　　　　　　　　　 家城　正信（人　球）　濱　明満（天　草）　井野　亮子（菊　池）　矢壁　建（上益城）
　　　　　　　　　 荒木　光夫（水　芦）

　　　　　　　　　　　　　　旧役員の皆様大変お疲れ様でした。ありがとうございました。



第30回記念熊本県学校事務研究大会基本計画
１　大会テーマ　　　学校事務の改革と創造を目指して―語り合おう！　21世紀の学校事務像を― 

２　目　　　的 　　　(1) 学校の自主性・自律性の確立が求められるなか、学校経営の改善を目指した学校事
　　　　　　　　　　　　　務職員制度改革の研究を推進する。 
　　　　　　　　 　　　(2) 児童・生徒の学習環境を整えるため、教育諸条件の整備確立を目指した研究を推進
　　　　　　　　　　　　　する。 
　　　　　　　　 　　　(3) 学校事務改善の研究を深め、学校経営の一翼を担う職員としての資質向上をはかる。 

３　主　　　催　　　　熊本県学校事務研究協議会 

４　後　　　援 　　　 熊本県教育委員会、熊本県市町村教育委員会連絡協議会 
　　　　　　　　　　　　熊本市教育委員会、熊本県小中学校長会 

５　参加対象者 　　小・中・養護学校の学校事務職員（県費及び市町村費）・学校事務担当者、県教育委員
　　　　　　　　　　　　会・市町村教育委員会職員、その他参加希望者 

６　期　　　日　　　 平成１６年１１月１０日（水）～１１日（木） 

７　場　　　所　　　　１日目全体会場　　鶴屋ホール 
　　　　　　　　　　　　２日目分科会場 　鶴屋ホール、県民交流館パレア（テトリア熊本内） 

８　日　　　程 
　　　　　 　　　9:20 　10:00 　　　　　　　　　　　　　　 11:40　　　13:00　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　16:00　　　
　　　

１１月１０日
　　　　（水）

受付
開会

大会行事
　 総会行事 昼　食

　　全体研修会
　　　「学校事務職員制度の
　　　　　　　　　　　課題と展望Ⅵ」

　　　　　　　　 9:20　 9:40　　　　　　　　　　　　　　　 11:40　　 　13:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:30

１１月１１日
　　　　（木）
　

受付 分　　科　　会 昼　食 分　　　科　　　会 閉会
行事

９　参　加　費　　　　２，５００円

　○レポート調査票の提出　　７月３１日（研究部長へ）
　○レポートの提出 　　　　８月２７日（第１回分科会運営会議の折り）
　　今年度から「４０字×４０行で６頁以内」となっています。それ以外は当日の持込
　　資料となります。レポート作成にあたってご注意ください。

　熊事研研究部は、今年度ほとんどの部員が交代となり、フレッシュな顔ぶれで活動をスタートしました。今年
も、研究部の設置された目的にしたがって、全員一丸となって熊事研の発展のために頑張りますので、会員の
皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。
　今年は県大会も３０回目となり、記念すべき節目の年を迎えました。活性化方針に基づく県大会をより充実
し、さらに研究推進５カ年計画の４年目として研究内容の更なる深化を図りたいと考えています。また、昨年か
ら公開している熊事研ホームページ及び有料化した「学校事務必携」も、新しい時代にマッチしたものになるよ
うさらに知恵を絞っていくつもりです。
　若い世代が中心の研究部です。熊事研の新時代を築き上げるために、力を合わせて全力投入します。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

研究部
　（研究部長）

研究班

　主な活動
　・職務標準に関する研究（アンケートの分析）
　・校務分掌モデル案・事務部経営案の作成
　・分科会運営マニュアルの編集　　等



編集班
　・熊事研会報発行
　・学校事務必携作成
　・ホームページ管理、運用

共　通 　・県大会業務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集班よりお知らせ

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　２００４年版　事務必携の条例改正等に伴う訂正について

　本年度も、２ヶ月あまり過ぎましたがデザイン一新した本年度の事務必携はご利用いただいていますでしょう
か。
　さて、発行後に条例改正等があり、すでに数箇所記述の追加が必要となっています。共済組合関係の内容
の変更点は下記の表のとおりです。追加してご使用ください。
　なお、事務必携の最後のページにアンケート用紙を折り込んでいますので、ご意見などありましたら、ＦＡＸも
しくはメールしていただくと嬉しく思います。

種
類 貸付申込事由

貸付
限度額 申込書の添付書類 申込の時期

利
率

出
産
貸
付

組合員が出産費又は
家族出産費の支給対
象となる出産に係わる
支払いのため資金を必
要とする場合

出産費
等の額

母子健康手帳の写し（表紙部分）
②出産貸付申込書
③出産貸付借用証書
④出産貸付金控除依頼書
⑤（出産予定）証明書

①出産予定日まで２ヶ月以内
（多胎妊娠の場合は４ヶ月以内）
②妊娠４ヶ月以上で医療機関
等に一時的な支払いが必要とな
った時

無
利
子

※貸付金の償還
　借受人に対し出産費等として支給される額から、貸付金に相当する金額を償還金として控除するものとす
る。ただし、出産費として支給される額が貸付金に相当する金額に満たない場合は、その差額に相当する金額
を借受人が支部長に払い込むものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正は平成16年４月１日から

終わりに・・・

　第１回の研究部会が５月１７日に開催され、７月に第２回目が予定されています。
　目まぐるしく世の中の情勢が変わっていく中、私たち事務職員を取り巻く問題（国庫負担除外、熊本県の財政
健全化計画、学校の統廃合等）が山積みです。また夏休み明けには旅費の条例改正もあるようです。時代に
取り残されず明るい未来にするためにも少しでもお役に立てる様な情報を発信していければと考えています。 
　
　Ｈ・Ｐはご覧いただけたでしょうか？まだまだ未熟ではありますが皆さんからのご要望等伺いながらよりよい広
報を行っていきたいと考えていますので、ご意見等よろしくお願いします。

　 熊事研ホームページアドレス
　　　　　　　　http://www.higo.ed.jp/ws/jimukenws/index.htm
　　　　　　　　　　　各地区研のＨ・Ｐへもリンクしています
　 ｍａｉｌアドレス 
　　　　　　　・・・ｊｉｍｕｋｅｎｗｓ＠ｅｄｕ-c.ｐｒｅｆ．ｋｕｍａｍｏｔｏ．ｊｐ
　 FＡＸ　　　０９６６（４４）０５６１　水上中学校　福永宛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会報ページへ戻る　　

http://sakura1.higo.ed.jp/ws/jimukenws/kaihou.htm
http://sakura1.higo.ed.jp/ws/jimukenws/kaihou.htm
http://sakura1.higo.ed.jp/ws/jimukenws/index.htm

